
とよちりの１年
目指す地理研像

春学期 秋学期
４月
・春学期オリエンテーション
・新歓イベント

５月
・日帰り巡検①

６月
・春学期地理学時論大会
・白山祭出展手続き

７月
・日帰り巡検②

８月
・春学期宿泊型巡検

９月
・日帰り巡検③

10月
・日帰り巡検④
・白山祭準備

11月
・白山祭
・日帰り巡検⑤

12月
・日帰り巡検⑥

１月
・ボランティア活動

２月
・秋学期宿泊型巡検

３月
・修了式等式典、追いコン

様々な地域を訪問し、自己の利

益のみならず、他者の利益にも繋
がる行動を目指しています。

１.巡検先の方々との交流を通じ
て、地域社会に貢献しています。

２.オンラインでの地域社会に向
けた教育活動を推進しています。

３. 出張講座での地域社会に向
けた教育活動を推進しています。

４.日々の社会貢献実績を発信し、
社会貢献の重要性を訴えていま
す。

「誰一人残さない」ことを大切
にした行動を目指しています。

１.毎週、実施する「とよちり
会」で各隊員の現況を把握して
います。

２.「日帰り巡検/巡検Ⅰ～Ⅵ」と
「宿泊型巡検/巡検Ⅶ、Ⅷ」、
「地理学演習１～15」は一人一
人が主役になる活動を目指して
います。

３.様々な役割を担う主任等が、
組織的な運営体制で一人一人の
隊員を支えます。

社会貢献を目指した
研究会づくり

全隊員を大切にする
研究会づくり

・「大学生観光まちづくりコンテ
スト/地理学演習 プレゼンテー
ション」では、現地に宿泊する
形式で訪問し、現地の方々への
インタビュー調査、環境保全活
動、そして収集した現地の課題
をもとに解決策を模索し現地に
提言することで地域に貢献して
います。

 ・「日帰り巡検/巡検Ⅰ～Ⅵ」では、
３時間程度のショート形式の現地
訪問でありながらも現地を歩く中
で危険な個所を共有しバリアフ
リーであるためにはどのような対
策が必要であるかを共有し、地域
の安全対策に寄与しています。

・定期的に広報通信「とよちり報」
発行し、研究会の活動報告を実施
しています。

・ホームページでは活動報告を、
SNS（X、Instagram）では速報性
のある内容も含めるといった臨機
応変な発信を努めています。

１年 ２年 ３年 ４年 大学院 合計

男性 2 0 2 2 0 6

女性 0 1 9 0 0 10

合計 2 1 11 2 0 16

隊員数 （2023年12月1日現在）

・独自の地理学講義「緑紺地理学講
義」を実施する中で、一部の講義
「地理学時論」、「巡検Ⅰ～Ⅵ」
等においては公開型として
YouTube等のソーシャルメディア
上に公開しています。そして、地
域社会と共に地理学的基礎学力の
向上を図り、身近な地域の探求心
の育成に寄与しています。

・学内外の教育機関、民間企業、公
的機関等から講座の依頼がある場
合は積極的に現地へ赴き、依頼者
の方々の地理学的基礎学力並びに
好奇心が向上するような講義内容
を展開しています。

大会・コンテスト参加実績

支援団体様一覧：学校法人東洋大学（公認団体としての各種支援）、東雄グループ（活動資金の提供）
東雄総学（「緑紺地理学講義」で用いる教科書、試験問題の提供）

・大学生観光まちづくりコンテスト（2023）
・朝日新聞大学SDGs ACTION! AWARDS（2023）
・NRI学生小論文コンテスト（2021、2022）

研究会の歩み

2020年 旧地理学研究会 設立
2021年 オンライン形式で全国展開（３大学の学生・社会人が参加）

地理受験生向けの一般・編入学・大学院受験指導サービス開始
2022年 東洋大学地理学研究会（非公認）として再設立

一般入会受付開始
2023年 東洋大学地理学研究会（準公認）として活動開始

独自の地理学講義「緑紺地理学講義」サービス開始
2024年 東洋大学地理学研究会（公認）として活動開始

・幹部のみならず一般隊員の方にも
参加（対面＋オンライン）してい
ただき最近の現況（大学生活面、
学習面等）を確認しています。不
安なことは共有し、幹部からの適
切な指導を実施し、今後の大学生
活に支障がないように努めていま
す。

・実施日の会場は教室のみならず、
外部施設（公園やアミューズメン
ト施設等）でも実施し、参加への
向上心を高めるよう努めています。

・各回の巡検の担当者は、幹部のみ
ならず一般隊員の方にもお任せし
ています。各隊員には活動への責
任感を持ち活動に励んでいただけ
るよう努めています。活動の責任
者を経験し、将来社会人として就
職先での実務的業務に積極的に携
われることを期待しています。

・地理学演習は、一人一人が発言を
行い、作業をする環境が整備され
ています。一人一人が地理学に関
する課題に向かえるように努めて
います。

・主任は、自身に与えられた作業に
加え、一般隊員が抱えている不安
等に積極的に耳を傾け、一緒に解
決策を考えます。

・「会長」、「代表」、「副代表」、
「教務主任」、「広報主任」、
「とよちり主任」の間で研究会内
で抱えている情報共有を行い、一
般隊員を含む全員が安心して活動
に参加できる環境を整備できるよ
うに努めています。
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